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シー（一般航

空会社）では

よく見られる

が、このLCC

では『基本的

に離陸後でも

席を移動した

ら、元の席に

戻ってもらいます』と説明された。

　最も多かった感想が『それはひどい、人情が無さ

すぎ！　マニュアル主義の弊害では？』というもの

で、それには頷ける。少なくともアジアを旅してい

て、今回のような人情味の無い情景を見たことはな

い。普段は強面のおじさんでも、子供や老人には優

しいことが多く、こういう場面では皆が助け合うの

が通常だ。今回のことで、この台湾人一家が日本に

対してよい印象を持つはずがなく、『日本のおもて

なし』など、言葉だけだと思うだろう。この点につ

いては、帰りのフライトで再度聞いてみると『さす

がにそのような場合は特例措置としてお客様が双方

同意であれば交換は可能だ。CAの融通が効かず、

申し訳ない』と謝られた。

　ついでに『安全運行上の観点』という説明につい

ては、『機体の左右のバランスがあり、重量の調節

をしているので一方に偏ると安全面で問題が生じ

る』と説明されたが、多くの方々から『普通の航空

会社は空席があれば離陸後席を移動しても何も言わ

ない』との意見があるので、これも釈然としなかっ

た。

　世界の空に革命をもたらした格安航空会社LCC。

誰もが安く旅ができる、その流れは旅行者にとって

は好ましいものだったが、ここに来てその限界が見

え隠れする。今回は実際に体験した LCCのサービ

ス内容から、その限界を考えてみたい。

指定した席から移動できない
　久しぶりに成田－台湾桃園線で日系 LCCを利用

した時のことだ。三列席の窓側２つに台湾人のお母

さんと幼い女の子とが座っていた。筆者が予約した

通路側に座ろうとすると、そのお母さんが『席を代

わってもらえないか。おばあちゃんと席が離れてし

まい困っている』という。当然のことだと思い、席

を代わり、おばあちゃんの席に移動したところ、そ

のおばあちゃんが悄然とやってきて『客室乗務員

（以下 CA）から席を代わることは許さないと言わ

れた。元の席に戻って欲しい』というのだ。

　正直何かの間違いかと思い、CAに確認したとこ

ろ『指定された席以外に座ることはできない』と断

定され、仕方なく元の席で気まずい３時間を過ごし

た。席を代われない理由を『安全運行上』としか説

明しない CA。釈然としなかったので、Facebook

でこの顛末を投稿したところ、予想以上の反響があ

り驚いた。寄せられた意見を見てみよう。

　『墜落した時の身元確認が困難になるから』とい

うものがあったが、確かにそうだが、それなら日本

の国内線などは実質的に本人確認すらしていなのだ

から大問題だ。『搭乗直後は指定座席に座り、その

後は代わってもいいと言われた』という光景はレガ
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写真１　成田空港に駐機する LCC
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LCCが儲からなくなっている
　日本人女性からこんな意見も頂戴した。『自分は

席を指定して乗ったのに、隣の女性が勝手に席を交

換したため、太めのおじさんに横に来られ、いやな

思いをした。指定席ルールがあるのだから、席移動

はしないで欲しい』。これについて CAは『お客様

には有料で席を買って頂いているので、無料でアサ

インされた席を勝手に代わられることに対する不満

は出る』と打ち明けられた。

　ということは、今回の問題の根本は、『LCCは席

を有料で販売している』ことにあると考えられる。

確かにそうであれば、お金を払わなかったお客が、

空席があるからと勝手に移動するのは困るかもしれ

ない。前述の老婆のケースは、操作を誤り、席を指

定できず、機内が満席だったため、航空会社も孫の

隣にすることが出来なかったのだろう。それだから

こそ、CAの機転が重要なはずだが、そこはマニュ

アル化の弊害というべきか。

　実は今回行きと帰りの間にこの LCC ではある

ルールの変更を行っていた。それは『機内持ち込み

荷物を10㎏から７㎏に減らす』というものだった。

この変更により、チェックインカウンターでは厳格

な重量検査が行われ、そのために常に長蛇の列であ

るチェックインが更に遅くなり、サービス低下を招

いていた。

　預ける荷物は有料なので、これも収益向上政策の

一環なのだろう。この LCCは元々他国の LCCより

その辺の管理が緩めで、それが売りにもなっていた

と聞く。ということは、業績が悪化しているのでは

ないかと、決算を見てみると、昨年度は赤字に転落

していたので、ようやくこの一連のサービスの謎が

解けたような気になった。因みにこの会社は先日障

がい者との間でもトラブルになり、話題となって

いた。この件は双方に色々と事情があるようで真相

は分からないため、ここでは触れないが、このよう

なことも貧すれば鈍する、の結果として起こったの

かもしれない。

　同社の国際線の主力路線である台湾線、香港線は

近年激戦区になっており、多くの選択肢が乗客に提

供されている。またレガシーも LCCに引っ張られ

るように料金を引き下げており、荷物を預け、座席

を指定することを考えると、レガシーと変わらない

料金になっているケースもある。筆者も実際に台湾

のエバ航空で、成田－桃園往復22,800円という格安

料金を利用したことがあるので、もはや LCCが安

いとは思えなくなってきており、常にネットサイト

で比較の上、チケットを購入している。

　安さが売り物の LCCだが、その売りが無くなっ

てしまえば、何を売りにするのだろうか。今回の日

系 LCC は CAが全員日本人であり、そこがよいと

いう台湾人もいるのだが、マニュアル化から脱却で

きないのでは、むしろ弊害の方が大きいといえよ

う。もしあのケースで台湾人CAだったら、もっと

何とかしよう

と試みたはず

であり、日系

LCCにおもて

なしの心すら

なければ、経

営が難しくな

るは当然だと

感じた。

撮影：佐渡多真子

写真２　�長蛇の列になっているLCC
のチェックインカウンター

【須賀努氏のプロフィール】
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